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 要  旨 
 平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災においては，首都圏の交通機関が一斉に停止した
ことで多くの帰宅困難者が発生した．また震災当日は帰宅困難者用に開放された避難所の情報を
得るため，Twitter が貴重な情報源として利用された．今後 30年以内に首都圏を震源とする東海
地震が発生する確率は 87%であると言われており，その際の帰宅困難者は 650万人に上ると見込
まれる．そこで本稿では，災害時に必要な情報を Twitter から自動収集して，ユーザの状況や目
的に応じた行動を推薦するシステムを提案する． 
 震災時には交通機関の運休・再開や，一時的な避難所の開放・閉鎖，災害によるの通行止めの
発生など，状況がリアルタイムに変化する．そのため，実世界における従来の情報推薦（観光地
推薦やレストラン推薦など）と比べて，以下の 3つの課題がある． 
 第 1 の課題として，状況の変化により古い情報は無効となる可能性があるため，常に最新の情
報を反映した推薦を行う必要がある．この課題に対して本稿では，震災情報として Twitter 上の
情報からリアルタイムに構築される行動ネットワークと避難計画オントロジーを利用することで
解決する． 
 第 2 の課題として，行動の推薦後に発生する状況変化により，推薦された行動が実行不可能と
なる可能性がある．この課題に対して本稿では，行動の推薦後もエージェントがユーザを見守り，
ユーザごとの状況変化に応じて推薦結果を動的に変更することで解決する． 
 第 3 の課題として，随時追加されるデータを処理し，ユーザごとの状況変化に応じてリアルタ
イムに推薦を行う必要がある．この課題に対して本稿では，推薦候補となる行動の有用性を，推
薦時の状況に応じて動的に評価する事で解決する． 
 我々は提案した 3 種類のアプローチに基づく行動推薦システムを構築した．また提案手法によ
る推薦結果を 12 人の被験者に対するアンケートで評価し，結果の妥当性を確認した．また推薦
時の処理時間を計測して，リアルタイムな推薦が可能であることを確認した． 
 
